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農業近代化と農業改良普及制度の役割について
〈卒業論文要約〉

社会教育ゼミ生年目柳 田 泰 典

本論文の課題は、第一U亡、今日、臼本農業の危機を生起ぜしめた農業「近代化J政策がどのよう

に推進されたかを、支配体制側の農民教育制度として体系づけられ、その中心的役割を果してきた

農業改良普及制度の展開を軸に解明するととにある。第二tて、農業「近代化J政策の推進がノj、商品

生産者としての農民の生産力構造とどのよう左点kてないて矛盾、衝突しているのか、また、どのよ

う念点Kないて貫徹を容易にしているのかを根室管内原綿町の実態調査を中心に明らかにするとと

Kある。第三κ、日本農業の自主的・民主的発展をめざし、農業生主主力の発展を基礎にして、農業

生重量、経営と農民の生活を擁護、向上さぜるために今日間われている課題を明らかにすることにあ

る。

1 1 9 6 0年代以降今日にいたる臼本農業の展開は、新安保条約、開放体制下の日本資本主

義の展爵(r高度経済成長J政策〉に対応してうちだされた。それは、農業基本法(1 9 6 1年)

にもとづく「構造農政 Jr総合農政 jによって強〈特徴づけられる。とのよう左農業政策は極めて
大き左問題を含みをがら進行した。第ーに、 ζの開κ公ける非農業部門の成長に〈らべて著しい立

遅れであり、工業と農業の超絶的ともいわれるほどの不均等発展の拡大である。第二は、農業生産

内部になける各部門問、または作呂間のあるいは地域間の不均等発展である。第三は、とのよう念

不均等発展の中で変類、雑穀、大豆左どわが閣に在来的制乍白がアメリカをはじめとする外国農産

物の大量輸入によって潰滅的左打撃をうけ衰退の一途?と辿っているととである。

2 農業「近代化」政策の推進の中で、 1 9 4 8年、教育的手段により「考える農民 jをつ〈

るという目的の中で成立した農業改良助長法と農業改良普及制度は、 19 5 0年、 1 9 5 2 

1 9 5 8与え 19 6 2年の「改正Jの中で農業「近代化J政策K従属し左がら変化、展開し農業近代

化技術指導、補助・融資事業の技術交定機関として急速に変貌してい〈のである。 ζれらのメカニ

ズムと性格は、第一K、農業改良普及事業VC;l;，>いて三三分の二以内の国庫補助という中で国家政策に

従演をしいられてい〈。第二は、地方自治行政であり念がら地方農政局(1 9 6 3生存全国を 7つに

分割〉の管理と医探統制lをつよめ、普及所VC;1;，>いても、所長、次長、主任命Ijと「職階翁IJJの導入に

よb政策の遂行を管理・統制する。第三K、国僚主導Kよる研修体制の中で「選択的拡大Jr大規

模化」、作包別には、畜重量、野菜、果樹を中心K農業改良普及員、専門技術員の研修が行宏われさt

がらすすめられる。第屈に、地域的左不均等重点配置により地域鳥喰差の拡大をすすめる。第五に、

指導体制Kないては、個汚i脂導から集団指導、集団指導から重点指導、そして地域総合指導という

展謂の中で「近代化Jr大規模化J農家VC対する指導をつよめ階層還をひろげるとともκ、農民層

分解を促進する。ま?と、 70年代以降は地誠計磁(E3擦基準規模設定)を市町村、農協等と協議策

定し、それらの基準に沿った技術指導をするとともに選別、差別を強化してい〈。第六に、とのよ
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年
総 産

耕 種 E苔 重量
言十

工作芸物1養 蚕 言十 う肉用ち牛 ブロイ出 額 うち米麦類l豆類 いも類 野 菜果実 豚 鶏卵生手LE芝 フー

35 19，043 15， 319 9，074 1. 060 490 577 1. 587 L 154 837 562 2， 882 438 561 992 493 
100'*' 47.6 5. 6 2. 6 3. 0 8. 3 6. 1 4.4 3. 0 15. 1 

36 20， 889 16， 381 9. 182 1. 079 485 617 2. 124 1. 347 988 600 3， 598 437 716 1. 314 639 
100% 44. 0 5. 2 2. 3 3. 0 10. 2 6. 5 4.7 2. 9 17. 2 

37 24. 045 18， 720 10. 679 946 450 727 2.495 1.618 1.165 669 生 299 529 819 99 1. 479 815 
100% 44. 4 3.9 1.9 3.0 10. 4 6. 7 4. 9 2. 9 17. 9 

実 38 25. 457 19， 345 1l.345 341 516 847 2.649 1.685 1.24必 808 4.934 島24L 023 196 1. 726 910 
100% 品4.6 1.3 2. 0 3.3 10.4 6. 6 4. 9 3. 2 19.4 

数 39 28. 246 22.042 12. 698 837 411 715 3.305 1.797 1. 486 628 5. HJO 442 1. 148 344 1. 707 1. 045 
100% 45.0 3. 0 1. 5 2. 5 11.7 6. 4 5. 3 2.2 18. 4 

及 40 31. 390 24.278 13.691 940 520 793 3. 735 2. 100 1. 548 729 6.004 376 1. 474 304 2.005 1， 174 
100% 43.6 3. 0 1. 7 2. 5 11.9 6.7 4. 9 2.3 19. 1 

び 41 35. 853 27.196 15.346 869 468 852 4. 410 2.432 1.793 978 7，303 622 1. 988 451 2.132 1. 332 
100係 42.8 2. 4 1.3 2. 4 12.3 6.8 5.0 2.7 20. 4 

害サ 42 41. 616 31. 960 18，977 896 482 716 5.141 2. 534 1.994 1. 245 8.008 799 1. 828 474 2.397 1.658 
100% 4品 6 2.2 1. 2 1.9 12.4 6.1 4. 8 3. 0 19. 2 

ilコh 43 44.207 33.346 20.098 980 514 678 5.170 2.668 1. 996 1.109 9. 394 1. 006 2. 200 572 2. 669 1. 931 
100% 45. 5 2. 2 1.2 1. 5 11. 7 6.0 4.5 2. 5 21. 3 

(q{J 生生 47. lZO 35.081 19. 614 752 5l!J 666 6.498 3. 563 2.012 1.080 10. 577 1. 139 2.559 740 2. 928 2.209 
100 % 41. 6 1.6 1.1 1.4 13岨自 7. 6 4. 3 2.3 22.4 

45 47.094 34.424 17.662 483 546 781 7.400 3.965 2.0生。 1. 261 11. 047 964 2.692 896 3.157 2. 347 
100 % 37守 5 1.0 1.2 1. 7 15. 7 8. 4 4. 3 2. 8 23. 5 

46 46.047 32. 446 15.655 496 497 678 7.233 4. 018 2.116 1. 040 12. 187 1. 048 3. 125 L 115 3. 322 2.550 
100係 34.0 1.1 1. 1 1. 5 15. 7 8. 7 4. 6 2.3 26. 5 

岳? 51.岳97 36.528 17. 867 337 512 791 8.314 生159 2. 548 1. 199 13. 375 1. 308 3.405 1. 186 3. 631 2. 690 
100 % 34. 7 O. 7 1.1 1.5 16. 2 8. 1 5.0 2. 3 26.0 

48 6生133 4岳.283 31. 086 264 744 1. 189 10.694 4.975 3.106 1. 935 17.4:31 1. 990 5. 30岳 1. 728 3. 983 3.078 
100% 32. 9 O. 4 1.2 1.自 16.8 7. 8 4. 8 3. 0 27. 2 

% ) (単位・億円
わが国Kなける農業総産額と作表 1

ゆ
むZ

「農林白書付属統計表JVCより作成(注)
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(時間数%) 

834 835 836 837 8311 841 843 84晶 846 

普 通 {乍 40.4 27目5 そイのコト{他乍 20晶 24.5 主穀作物 25.0 30.1 26.1 20.7 
51 

競 菜 作 12ρ 13.7 11.6 13.1 野菜17.3 や さ ャ、 21.0 18.0 21.5 
花舟
22.1 

果 樹 作 7.8 8.9 9.1 10.7 17.2 果 樹 16.0 12.9 14.1 12.9 

畜 産 7.1 5.5 7.9 9.7 24.0 畜 重量 2 (').0 20.5 19.9 19.3 

経 営 4.9 6.2 7.8 9.6 複 iiコh 。。 8.2 8.6 12.9 

特 用 作 3.1 2.4 3.3 5.1 ?守 少 年 9.0 10.8 9.2 9.3 

青少年関係 3.8 4.1 4.2 5.0 そ の 他 0.6 2.8 

農機具・畜力
2.1 1.5 1.5 

軍日 用

そ の 他 17.9 19.8 18.5 1 7.2 

生産性向上に
54.0 55.2 50.0 42.1 

関する課題
餌料作物及

1.5 1.9 選択的拡大 16.0 14.5 15.0 15.0 
主主地不良
農業改良普及 5.1 経営規模拡大 12.0 11.3 15.0 10.7 
計画作成
採種事業 1.9 1.6 流通合理化 4.0 3.4 4.1 4.3 

融資関係 1.4 1.2 青少年育成 11.0 10.5 9.0 8.6 

そ の 他 2.8 2.7 そ の 他 5.0 5.1 6.9 10.0 

構造改善 9.3 

(l人当担)実動 ].983 h 2.363 h 2.362 h 
年平均時間

834.4- 8 35.1~ 836.1- 837.1-
12 12 12 12 

15都府 10都府 20都府 24都府 44祭937
県平均 県平均 県平均 県王子均 普及所

農業改良普及計厳でとりあげられた主要課題表 2

ゅ
σ当

家の光協会f臼本農業主五銭 J注 1.出所



昭和35年Kは 27. 5 10と急速になちとみ 60年代を通してみると、昭和35年の 27. 5 10から昭

和 46年の 20.7 10と急速に減少するのである。 ζれに対し、「選択的拡大Jの対象部門、畜産‘

競菜、果樹作に対する普及は、昭和35年には 28. 1 10であったものが昭和46年Kは54.310と

急増するのである。しかも、その主念内容を生草案性向上K関する課題5010、選択的拡大1510、

能主主規模拡大10数10と「構造農政」を着実に指導内容とし実行していったととがわかる。

4 農業改良普及所は、重量業基本法成立以前の昭和33何ミら特技普及員として「選択肢拡大J

K対応する専門技術をもつように在る。表 8によれば紹和33年から昭和40年にいたるまで、作

物1.7 1 l名に対して、苦言君主 2.22 3名、果樹1.5 5 2名、競菜1.5 4 0名と「選択的拡大J対象

作物は、 5.31 5名と 8倍以上代在っている。

表 8 特技研修の推移

33~35 3 6 3 7 3 8 3 9 4 0 言十

畜 君主 903 493 356 1 113 143 135 2.223 

麹{果 樹 292 378 338 1116 16自 17 II 1.552 

芸疏 菜 241 219 331 256 274 219 1.5岳O

経 営 1 293 337 352 268 2511 1.晶80

作 物 195 29 7 5 428 4611 515 1.711 

言十 1.632 1.412 I.437 1.3 115 1.323 1，307 8.506 

f注)家の光協会「日本農業年鑑」による

5 表 4 は、北海道vr:t~ける主要農作物生産額比率であるが稲作 tてないては昭和 4 0年から昭

和 46年に 14. 7 10減じ(作付商積は 17. 4 10減)と北海道農業になける地位を畜震にゆず b以降

急速vr :t~ちとむのである。表 5 は、北海道tてなける改良普及員構成の推移であるが審産生霊差額比率

を並行して畜主主演包が急速に増加しているのがわかる。表6は、北海道になける主要作自の地域動

向であるが、 1位、 z位を合わせると作付額積の大半をしめるという地域開の不均等発展がめだって

いる。とれらに対応して表?について北海道になける農業改良普及員の地域開項137J1j推移をみると、

空知、ーと)11、十勝、網走地域K重点的念配霞を行走っているのがわかる。

6 調査対象地は根室管内別海町である(研究室の共問調査として行左ったん別海酪差是は第→己

表自のようvr(昭和 44年以来)年々生乳生産対前年度上i憶を低下さぜているが、とれを地域別

(農関協別)にみると表自に示したよう K対前年度比葱の急速没後退は全町的左傾向である ζとが

わかる。とのζとは、比率の能患にあらわれている酪農生産の停滞が一時的念ものではなく、混ぜ海

町館長義が深刻左危機κみまわれているととを意味する。またとのととは、生乳出荷量鰐戸数につい

てみると、表 10のように昭和44生とから昭和46年Kは上昇していた年間出荷量 7O~ 90トン

農家が昭和46生存から昭和晶 9年にかけて急速vr落ちとむという中にもあらわれている。第二は、

別海酪農vr:t.ける多頭化はもはや眼界点に透しているととである。農聞協汚!蹄営概況κよれば一戸

当担乳用牛頭数が増加している地区は、7J1j海、中春別、根iWlIパイロットファーム、泉JIIであるが、

-47 -



出告 北海道Uζなける主婆農作物全建額比率

(係)

雑匪穀類e 保実
工芸 穏苗

米 麦類雑穀豆類 いも類野菜 作物ま ゆ花丹 穏わら (飼料 審建物牛乳 肉用止や 肉隊 同っとり その他
作物)

825 40.6 4.9 7.5 15.6 11.4 7.2 1.4 2.9 。サO 0.1 8.4 

26 33.1 4.8 8.0 16.6 14.0 6.9 1.3 4.4 。。 0.1 10.8 

27 37.9 3.4 8.7 19.0 9.0 7.1 1.3 4.0 0.0 0.1 9.6 

28 34.9 3.0 7町6 16.2 11.4 6.8 1.4 6.1 0.0 0.1 12.6 

29 29.8 3.7 8.3 18.5 11.2 6.9 il.6 5.7 0.0 0.1 1 5.1 

30 42.0 2.7 5.2 18.2 6.9 7.2 1.3 5.2 0.0 0.1 1 Ll 

31 25.1 2.5 7.5 19.8 11.0 7.1 1.9 7.1 0.0 0.1 1 7.8 

32 38.6 1.4 5.1 14.7 9.9 6.5 1.3 5.6 。。 0.1 17.4 

33 41.9 1.9 4.1 16.晶 8.7 6.3 1.4 6.0 0.0 0.1 13.2 

34 40.3 1.5 4.3 16.7 8.6 6.1 1.0 6.7 。。 0.1 14.8 

怠
35 岳0.0 1.3 4.1 15.0 9.1 6.4 1.5 6.6 。。 0.1 16.1 

36 41.1 4.1 14.7 7.1 7.0 1.8 5.1 0.0 0.4 18.8 

37 39.3 1.8 1.6 11.4 7.6 7.4 1.9 5.8 0.1 0.5 22.6 
ケイラン

38 41.8 1.7 0.5 11.7 7.0 8.6 1.6 4.8 0.1 0.7 21.6 8.8 2.7 4.0 6.0 

39 36.7 1.7 0.3 7.3 9.0 9.5 1.5 5.9 0.0 0.9 27.2 12.2 3.0 3.8 8.1 

40 39.7 1.1 0.3 10.4 7.4 8.8 1.3 6.3 0.1 0.6 24.1 10.3 2.9 3.4 7.4 

41 39.0 0.8 0.2 7脅1 6.7 9.7 1.3 5.8 0.1 0.6 28.1 12.7 3.5 3.5 8.4 

42 47.2 0.8 7.3 6.3 8.7 1.5 4.9 0.1 0.5 22.4 10.3 2.4 2.6 7.2 

品目 49.8 0.8 5.7 5.4 6.9 1.1 4.9 0.1 0.4 24.7 11.7 2.7 2今8 7.5 

44 40.0 0.8 6.5 6.2 8.7 1.0 5.2 。刷1 0.6 30.8 14.8 3.5 3.4 9.1 

45 35.2 0.5 7.3 6.6 1 0.2 1.2 5.3 0.1 0.6 33.1 19.6 0.6 4.0 4.5 4.4 

46 24.0 。β 6.6 6.1 12.1 1.9 6.1 。1 0.7 41.7 25.0 0.9 5.5 5.0 5.3 

生? 29.2 0.6 8.1 6.0 10. 9 1.7 6.1 0.1 0.6 36.5 21.8 1.5 5.2 4.5 3.5 

品自 25.0 0.6 8.3 7.4 13.2 1.6 5.4 
」自由

0.1 0.6 37.7 21.9 2.8 5.0 4.1 3.7 

(注〉農林統計協会「北海道農林水産統計jによる
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表 5 北海道VLj;，~ける改良普及員構成の推移

fミ所 長 次 長 :t: 任 差量 改 経

昭 37 695 69 

38 696 90 

39 700 79 

40 191 505 136 

43 180 32 482 

44 60 146 483 

45 60 226 565 

46 60 224 560 

47 60 22 208 515 1 

48 60 54 172 516 

49 60 54 175 516 

(注)普及員名簿より作成

畜

183 

195 

195 

259 

98 

202 

233 

231) 

264 

263 

268 

特技 e 専門項 g別数
生 改 メEb3h 言十

機 そ 果 巣 そ 稲 生活 言十 ヲ8

26 33 25 1 338 42 106 801 

36 品O 27 1 389 48 114 810 

3 5 46 21) 386 48 126 826 . 
71 76 34 1 582 69 144 8岳O

普方 1
B 31 13 教 5 1)1 45 288 33 179 874 

58 28 花子午 1 173 1 37 604 61) 1 7 8 873 

67 30 関芸 1 211 162 704 68 1 80 1.031 

70 28 花井 1 202 156 61)6 68 1 7 5 1.019 

8岳 27 211 159 746 76 1 75 1)80 

87 24 21晶 152 7410 76 173 1) 7 5 

1)6 24 花井 2 210 148 748 76 1 76 981 



表 8 別海部了酪農の基本動向(乳用牛)

ト¥
飼養戸数 総頭数 成牛 (24ク 牧草地 乳牛 1頭当 成牛 1頭当 1戸当り宮司 生乳生産量 増加率 成守二 1ji真;'!3

月以上)
り牧(D草/面B積) り牧草荷積 養頭数 り乳(E量ま/0) (A) (B) (0) (D) (D/O) (B/A) (日) (%) 

昭和35年 2.148戸 10.56 1ト ート ね -Aa -Aa 4).骨ト 22.789 t -. -K9 

3 7 2.133 14.653 9.960 11.146 0.76 1.12 6.9 28.690 25.9 2.881 

40 1.894 17.541 12.300 1 8‘518 1.06 1.51 9.3 44.386 54.7 3.60砕

42 1.752 24.164 16.065 21.903 0.91 1.36 13.8 58.543 31.9 3.644 

44 1.686 34.680 22.481 29.08 8 0.84 1.29 20.6 白7.041 48.7 3.自72

45 1.696 40.1白4 29.162 32.66 8 0.81 1.12 23.7 99.9 52 14.8 3.428 

46 1.620 45.802 29.46ヮ 34.自69 0.76 1.18 28.3 1 1 2.1 7 9 12.2 3.且Oワ

岳? 1.569 48.244 3 O. 992 38.268 0.79 1.23 30.8 123.231 9.9 3.976 

生自 JJ.531 51.376 33.71向 40.564 0.7白 1.20 33.6 132.002 7.1 3.608 

49 1.493 56.193 36.582 43.395 。.77 1.19 37.6 

ム (注〕北海道農業基本調査、農林業センサス、乳量は別海町農業委員会資料。

表日 農間協別手L1設実績(別海町〉

¥¥¥¥¥、
紹和4.5 4 6 4 7 4 8 4 9 845ー令46 846→47 847→48 848→49 

乳量実績 乳量実績 乳量実績 乳量実績 乳量笑績 矯加~ (，効 増加率繍 増加準備 増加主主悌

計 根 男Ij 22.889 t 26，094 t 28.989 t 3 0.316 t 3 ].733 t 14.0 11.1 4.6 4.7 

蕗 春 男Ij 12.464 13，884 14.702 1 5.240 1 6.1 69 1 1.4 5.9 3.7 6.1 

上 春 別 11.3 5 5 1 3.2 50 18.904 20玖453 21.495 16.7 12.3 8町2 5.1 

中 春 別 6.766 8，13白 9.298 10.627 日生.365 20.3 14.2 14.3 2.0 

1J1j 海 27.625 31.039 34.自97 38.584 4 O. 730 12.4 11.8 1 1.2 5.6 

上春民間協 3，290 3，580 

商春別関協 6.469 7.061 7.605 7.790 8.308 9.2 7.7 2.4 6.7 

泉 111関をあ 4.604 4，937 5.368 5.4 50 5.51 2 7.2 8.7 1.5 1.1 

根WJIIPF開協 20.089 21.37 5 22.283 23.067 6.4 4.3 3.5 

(注)根室管内農協著書覧より作成~北農中央会中標津支所



表 6 北海道vc;t"ける主要作gの地域動向

卜x全道作付面積
道内主要産地(作付}I長位別)

瓦a 第 1 位 ヲ6 第 2 位 ヲ8 第

825 13生618 空知 47.572 35.3 ーと川 40.682 30.2 石狩

水 30 143.511 If 5 0.5 7 8 35.2 11 42.27 1 29.4 " 
35 197.100 " 70.292 35.7 " 54.334 27.6 " 
40 229.700 11 85.500 37.2 " 59.300 25.8 11 
45 206.400 H 7 5.600 36.6 If 51.100 24.8 H 

穏 47 15岳.100 If 63.7 00 品1.3 11 32.700 21.2 11 

50 185.300 If 80.400 43.4 11 38.400 20.7 11 

825 25.546 網走 10.220 40.0 上川 4.330 16.9 十勝

30 1 5.8 1 5 " 7.525 47.6 十勝 2.372 15.0 上JII

35 1 5.1 00 If 8.810 58.3 11 2.191 14.5 H 

40 14.400 " 7.120 49.4 " 3.780 26.3 11 
45 11.700 十勝 6.490 55.5 網走 も.670 39.9 Jlli振

3受 も? 7.690 H 4.610 55.5 11 3.120 37.5 上JII

50 23.100 11 12.900 55.8 11 7.340 31.8 11 

825 78.102 十勝 36.4 82 46.7 網走 12.7 88 16.晶 上JII

大 30 54.49 8 H 23.976 44.0 11 8.712 16.0 11 

35 68.600 11 41.380 60.3 11 8.746 1 2.7 H 

40 32.900 H 21.400 65.0 11 3.500 10.6 " 
45 10.000 " 7.420 4.2 H 699 7.0 渡島

5五 47 14.300 H 10.300 72.0 上)11 1.380 9.8 網走

50 17.100 " 14.000 8Ul " 826 4.8 空知

た 840 2.781 石狩 1.920 69.0 空知 522 18.8 上川

'i 45 4.051 " 1.400 34.6 網走 1.222 30.1 空知

ね 47 5.888 網走 2.120 36.0 空知 1.510 25.6 石狩

ぎ 49 7.3 50 If 3.040 41.4 11 1.840 25.0 11 

832 259 十勝 42 15.9 網走 40 15ι illI路
止ド 35 358 If 57 16.0 11 56 15.7 11 

手し 40 611 11 121 19.8 11 108 17.7 
生
君主 45 1.141 If 253 22.1 11 209 18.2 11 

愛伴t) 引… 1.335 11 283 21.8 11 227 17.5 11 

49 1.398 11 295 21.8 根室 237 17.3 網走

(注) "農林省「作物統計Jよb作成、昭和25、 30年は北海道農業基本調査Kよる

・「ヰ協道になける農産物商品化毒事進 J(三田保正)より

8 位 ヲ8

10.884 8.1 

12.660 8.8 

22.1 54 11.2 

26.品。。 11.5 

22.200 10.8 

114.400 9.3 

16.7 00 9.0 

3.988 15.6 

2.318 14.7 

1.616 6.6 

939 6.5 

182 1.6 

339 4.1 

1.250 5.4 

6.017 7.7 

3.856 7.1 

3.618 5.3 

1.430 4.3 

478 4.8 

754 5.3 

642 3.8 

432 

822 

1.420 

1.380 18.8 

28 1 0.7 

3D 10司9

73 11.9 

166 14.5 

208 16.0 

227 16.8 

全道作付面積
道内会三婆産地(作付j駁位別〉

A.a 第 1 位 % 第 2 位 ヲ8 第 8 位 % 

825 15.95 1 十勝 4.757 '29.7 空知 2.216 13.9 上JII 1.683 10.5 

30 32.394 If 8.08岳 25.0 " 5.461 16.9 H 4.681 14.5 

35 61.000 If 23.565 38.自 上川 9.342 15.3 ~知 7.001 1 1.5 

40 44.200 11 20.500 46.4 11 7.430 16.8 網走 4.550 10.3 

45 43.800 11 22.500 51.4 " 6.460 14.7 11 4.800 11.0 

王王 47 66.岳00 11 2 6.1 0 0 39.3 11 13.200 19.9 Z主知 仏110 13.7 

50 46.700 上JiI 16.100 34.5 寸樺 12.300 26.3 11 生.790 10.3 

825 7 1.26 9 網走 1 5.981 22.4 上JlI 12.364 22.0 十勝 1 1.63 5 16.3 

，罵 30 68.340 11 1 5.376 22.5 " 11.766 17.2 11 10.583 15.5 
鈴
35 89.300 11 19.112 21.4 11 16.7 08 18.7 11 1 2.6 8 1 14.2 

40 92.800 11 22.600 24.4 十勝 20.100 21. 7 上JII 17.600 19.0 
し
45 6 9.800 11 19.300 27.7 H 18.800 26.9 11 1 1.2 00 16ρ 

工 47 7 3.600 11 23.400 31.8 11 22.400 30.4 11 9.620 13.1 

50 7 1.400 11 23.700 33.3 11 22.300 31.2 11 7.950 11.1 

825 14.666 網走 4.701 32.1 十勝 4.690 32.0 上)11 1.894 12.9 

て 30 1 6.200 11 5.854 36.1 11 3，576 22.1 /1 2.176 

35 46.000 11 16.980 36.9 " 12.63 7 27.5 11 3.470 7.5 

ん 40 5 5.200 11 22.500 40.8 11 1 8.90 0 34.2 H 3.680 6.7 

45 54.100 十勝 24.700 45.7 網走 18.600 34.4 " 4.140 7.7 

菜 47 5 7.800 11 27.000 46.7 (1 19.300 33.4 11 5.220 8.9 

50 47.958 " 23.889 49.8 " 16.311 34.0 " 3.331 6.9 

~'C 840 3.010 上)11 645 21.4 網走 634 21.1 石狩 372 12.4 

ん 45 3.150 網走 1.230 39.0 上JiI 703 22.3 312 9.9 

じ 47 2.935 11 1.020 34.8 11 825 28.1 241 8.2 

ん 49 3.150 上JII 1.070 34.0 網走 1.050 33.3 愛知 208 6.7 

836 143 十勝 39 27.3 illI路 19 13.1 網走 18 12.7 

牧 40 216 11 5D 27.3 根室主 29 13.8 錦路 28 13.0 

草 45 328 A 81 24.6 11 53 16.0 11 46 14.1 

言十 47 418 五 90 22.6 11 60 14.3 11 58 14.0 

(刊a) 49 476 11 99 20.7 11 74 15.5 11 67 14.1 
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表? ヰ搬送になける農業攻良普及員の地域別、項目男Ij推移

ミ、 石狩所員数農改数経畜機そ果巣そ稲処計

S 37 50 44 411 4 1 1 20 

38 47 41 6 10 1 5 2 1 25 

39 48 43 4 13 1 5 1 24 

岳0 50 32 7 15 4 8 1 35 

43 52 30 8 8 171  (15) 

44 52 30 12 921142  40 

45 65 37 11 9 3 18 3 岳岳

46 65 37 14 10 3 17 3 47 

47 60 35 14 11 3 17 4 49 

48 60 36 13 10 3 20 4 50 

49 60 35 11 12 3 20 4 51 、檎山
所長数重量改数経畜機そ果果そ稲畑言十

S 37 27 23 1 5 2 日

38 28 23 361  1 11 

39 29 23 1 6 1 1 自

40 30 14 3 13 2 3 21 

43 33 15 5 5 (10) 

44 33 15 9 B 9 1 22 

45 38 18 9 8 11 1 24 

46 40 20 11 8 10 1 25 

47 39 19 12 4 9 1 26 

48 39 19 11 8 11 2 27 

49 38 19 13 も 11 2 30 、、 十勝
所員数農改数経審機そ果果そ稲畑言十

S 37 109 95 8 26 6 3 43 

38 108 93 9 27 8 3 1 48 

自由 109 95 自 33 9 3 1 55 

岳O 111 74 19 43 17 8 1 88 

43 113 71 15 1 3 1 1 4 17 (47 ) 

44 113 70 28 5 1 449 87 

45 125 72 27 5 1 6 49 88 

岳6 125 72 24 5 1 6 48 昌也

岳? 120 66 31 6 1 7 45 90 

48 119 65 35 5 古 46 。2
49 119 64 34 4 6岳6 。。

(注) 1.北海道農業改良普及職員名簿より作成
2.昭和43年度は受研修者男Ij

空 知

所員数農改数経畜機そ来巣そ稲畑言十

109 114 8 17 1 7 6 39 

110 93 11 20 2 8 5 也6

112 自5 11 20 2 11 6 50 

113 70 15 24 5 18 10 マB

g 

116 63 4 4 4 3教229 (45) 

117 66 11 8 9 52 1 81 

130 73 11 8 9 63 2 93 

128 73 。 10 8 63 3 93 
128 69 13 11 7 62 3 96 

128 70 12 16 6 62 1 97 

129 70 12 16 6花163 1 99 

渡島

所員数重量改数経議機そ果果そ稲畑言十

40 33 3 10 1 4 1 19 

42 34 3 9 241  19 

43 自岳 3 8 241  18 

43 21 411 351  24 

45 22 4 3 1 日 (11) 

45 22 。 6 3 8 3 29 

49 23 11 7 3 8 3 32 

50 24 17 8 3 8 3 39 

46 20 15 82171  34 

46 20 12 8 2 9 2 33 

48 20 14 7 2 1 9 2 35 

ffillI 路

努員数 農改数 経畜機そ巣果そ稲畑

41 35 3 12 3 2 

41 36 4 16 3 3 26 

45 37 3 15 3 1 22 

47 27 8 19 6 1 呂4

46 26 13 1 1 B (17 ) 

46 26 21 1 10 32 

59 34 25 1 18 44 

58 32 25 1 12 38 

51 24 28 1 10 39 

52 26 26 l 11 38 

52 26 27 2 1 9 39 

上 J11 後 志 t刀』て 谷

所長数農改数経畜機そ巣巣そ稲畑計 所長数 重量改数 経 E撃機そ巣果そ稲畑 言十 所員数農改数 経畜機そ巣果そ稲畑 計
108 1)6 11 11) 1 5 4 岳0 54 46 411 322  22 30 23 2 9 2 1 14 

110 1)6 10 16 1 4 4 35 55 47 6 12 3 3 3 2マ 31 24 3 10 3 2 18 

110 95 12 20 5 7 6 50 56 品目 6 10 2 3 3 1 25 28 21 2 7 1 2 12 

111 68 18 25 7 10 6 67 59 34 6 12 4 7 4 1 34 29 15 6 7 2 4 19 

115 66 7 133  18 5 (37 ) 61 33 5 3 1 5 1 (15 ) 32 16 4 1 1 ( 6) 

115 65 14 7 4 49 8 82 61 33 13 5 2 9 14 品8 32 16 13 2 5 20 

137 守呂 16 8 4 52 13 93 70 36 14 6 4 11 13 48 41 21 17 1 8 26 

136 78 21 8 4 49 12 94 69 35 17 6 4 11 12 50 38 19 13 1 s 22 
132 74 21 15 2 51 15 104 68 35 16 7 3 12 14 52 34 13 16 1 ? 24 

133 74 21 15 3 48 15 102 65 35 16 8 3 13 12 52 自6 15 16 1 5 22 

137 76 22 17 2 岳718 106 67 35 17 9 5 1111 53 37 16 17 1 4 22 

胆振 日 z筒 留 萌
所長数農改数経省機そ果果そ稲畑富十 所員数 農改数 経畜機そ果巣そ稲畑 計 数 選量改数 経畜機そ采果そ稲畑 言十

34 30 2 9 2 2 15 33 29 392  8 17 5 29 4 10 1 15 

36 29 3 10 2 2 17 35 30 4 8 3 呂 18 33 28 6 12 1 1 20 

37 30 1 9 1 1 2 14 35 30 5 8 2 2 3 20 36 28 3 10 1 1 15 

36 20 411 133  22 35 20 9 10 4 2 3 28 35 20 8 12 1 1 22 

40 17 8 3 1 5 (12) 37 20 6 1 1 5 2 (15) 37 19 4 1 守 1 (13) 

39 17 9 3 2 7 5 26 37 20 6 2 1 5 2 16 37 19 9 1 1 10 4 25 

48 22 13 6 2 8 6 35 45 25 10 2 1 10 4 27 43 22 9 1 1 14 1 26 

45 22 12 4 2 1 9 6 34 44 25 10 1 1 11 3 26 44 23 11 1 1 12 2 27 

47 23 13 6 4 10 4 37 40 20 12 4 1 12 2 31 品。 20 11 1 1 14 2 29 

46 22 12 7 3 12 2 36 39 19 15 4 9 3 31 40 21 14 1 1 15 2 33 

岳6 22 13 2 11 2 35 40 19 11 4 1 11 2 29 39 20 15 1 1 13 2 32 

根 室 網 走
員数 長差改数 経畜機そ果果そ稲畑 所員数農改数 経畜機そ巣桑そ稲畑 言十

30 27 3 13 2 101 自1 13 24 5 1 5 48 

30 27 5 13 2 20 104 95 17 26 6 1 5 55 

31 27 呂 11 3 17 107 94 16 25 2 5 5 53 

31 21 8 18 4 30 110 69 22 43 9 8 7 89 

1 
33 21 11 l (12) 114 64 14 3 2 1 3 15 (39) 

34 21 21 4 25 112 63 31 6 3 1 6 29 76 

50 34 30 1 8 34 131 70 30 9 2 1 10 38 90 

49 33 25 1 2 28 128 67 30 11 1 6 41 89 

45 27 31 2 s 36 130 マ自 31 7 3 10 48 99 

43 25 26 2 4 32 129 自由 33 7 3 9 43 95 

42 24 24 1 5 30 135 71 38 12 3 7 40 100 
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表 10 生乳出荷量汚Ij戸数
(単位:戸、%) 

¥¥  昭和 岳5 46 岳7 48 49 
増減844846→ 

44年 →岳6 49 

~49t 1.704 1.311 1.018 587 491 ム40.3働 ム 51.sC%'J

5 0~5 9 362 335 277 196 158 ム23.5 ム43.0
1.48岳

60~6 9 305 309 265 226 176 ム13.1 ム 33.6

7 0~7 9 200 277 266 219 221 33.0 ム17.0

80~8 9 104 210 250 223 195 184 140.4 ム 26白

90~9 9 85 112 202 217 218 186 133.7 ム 11.9

100"，，119 356 383 7.6 
168 

120~149 307 395 28.7 

150~199 131 168 209 24.岳
125 294 479 

200~249 44 52 18.2 

250~300 31 5 15 200.0 

300~ 8恥 6 100.0 

合 計 2，885 2，848 2，7 57 2，651 2，524 2，479 
し

(注) L標津、中標津、緩臣、根室、言十根男Ijをふくむ

表 11 一戸当り生産資材費(農協尉〉
(単位:千円〉

¥¥¥  年度 m:~ 料 農機具 石油類 飼 料 計

4 6 284 532 203 593 1.78岳

男Ij 海 4 7 363 537 269 7 10 2，068 

4 8 560 944 品22 1，240 3，生 97

4 6 37 5 610 11 544 1，877 

中審汚Ij 4 7 536 1.2 5 9 22 828 2，971 

晶 8 1.002 253 1.062 ( 2，91 4 ) 

46 423 202 405 926 2，201 

根 ~II P F 4 7 961 460 品01 1.283 3.岳晶8

4 8 801 72晶 527 2，21岳 4，665 

4 6 339 676 212 789 2，245 

上春開 岳 7 511 生92 275 1.1 50 2.668 

岳 8 662 386 342 1.709 3，482 

4 6 229 s晶9 147 67 2 1.587 

商春別 4 7 352 428 869 ( 2.1 5 2 ) 

4 8 440 458 1.511 (3，17 8 ) 

46 324 晶68 212 693 1.909 

5区全体 岳 7 509 563 272 919 2，505 

品 8 649 659 晶33 1.529 3，606 

(筏) 北海道「農協要覧JKよる。
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一戸当り草地面積が増加しているのは中審別だけである。さらに、一戸当り生産乳量κついてはほ

ぼ全地域にわたり増加しているという矛盾にぶつかるのである。とのととは、別海町酪農が額料、

肥料依存を急速にふかめ、地力収奪、乳牛僧体の「摩耗」の上に乳量生産が成 b立っているととを

意味している。表 11は、一戸当り生産資材愛を表わしたものであるが鏑料、 OE料への依存が全地

域的に深まっているととがわかる。とれと同時κ、表 12 trLよれば乳牛の病気発生率が高まってい
る。

% 表 12 産前産後起立不能症発生主主
2.5 

2.0 

1.5 

1.0 

0.5 

O 

昭 43 岳晶 岳5

(注)塩沢照、俊「草地酪農の経営構造Jより

46 47 

? 農家調査対象地域は中春別K地区 6 戸、根&l1I/~イロクトファームM地区 5 戸、西春別T 土血

症晶戸でるる。とれらの調査結果によれば表 13 trL示したように第一U亡、土地拡大に伴う飛び地

(牧草地分散)の増加(とくに上層農家では激しい)。土地不足と牧草地拡大の限界。第二K、化成

肥料、飼料依存の潟支 btrLよる地力収奪。第三K、総力収奪Kよる疾病の増加、鯛養規模拡大の限

界。第四κ、土地条件、経営規模に適合した機械が少左川上層農では飛び地の増加による過剰投

資、下層農では大型機械化による従来の使用可能機械廃棄Kよる過剰投資である。をた、機械メー

カーの「もうけ主義Jによる過剰投資とともに、交換部品が念い、修理に念かさtかと念い念ど使用

効率の低下。第五K、鶴養規模拡大の中で高舎整備が最も遂れた部分として残されている。とれら

は、大規模化の部分性、肢行性を示すものである。第六U亡、労働力不足とそれによる省力化の推進

さらをる大型化ふ上層農〕の悪循現第七に負債総額は年々増加しているが、とれらは上層農家

κ有利ではあるが意見としてはパラつきがある。第八κ、低乳価、高資材という流通過程を通して

の収奪の強化である。
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表 13 

ハ¥
雇用 業 借入金 税金 生産乳量 乳牛 搾乳牛 4 9生存 経営 犠キユウOE トラク ノfイア。 パノレク パーン ハーベ 4 9年

家族数 労働力 経営費 肥料代 鶴料代 家計愛 頭数 ul震当り 牧草熔 問自数 化成 尿散布 クリー 備 考
労働 強収入 残高 申告 ( 4 9 ) (50) 頭数 手L 量 面積 4・ 施肥箇積 ター ライン クーラー ナー スタ 修理代

人 人 缶入
1.00万O 

万
150 万 20万0 

万
2.00万0 200以主

ト ト
5，500 kg 

la la 70~.治 t la ぷLム3、 ぷ広ココ、 万
K-1 7 3 1X 30 200 白色 80 40 50 41 5 30~40 O 2司000 O 10 

K-2 3 8 
2~3 

1.000 7 50 120 340 82 2.200 白色 140 X30 7 5 39 5.000 65 40 2 60 120.000 2 O 2.000 O 1 
中

設しE長-3 7 2 1.1 00 600 200 250 200 1.300 白色 170 71 35 4.600 50 37 生 ~ 50.000 生-5 1 O O O 10 
春

iiしE←4 5 a 1.1 00 550 100 100 150 1.000 青色 123 65 34 5.000 70 45 8 50 30.000 5 5X O 1.200 1 5 
男せ
K-5 iiし

850-
400 

6 O~ 
青色 O O 5 品 900 100 70 150 2.100 100 54 32 4.000 42 38 I 60 100.000 10 5X 1.200 100 

K-6 ? 2 念し 800 220 80 120 180 l，l 50 青色 98 50 25 4.500 45 30 1 60 140.000 ? 1 O 1.200 120 

ノ、。M-1 8 3 1 X14 800 500 80 1 50 120 650 白色 100 50 29 4.000 25 25 生 30 8 1 1 

イ
M-2 5 2 をし 900 630 90 130 150 800 白色 105 45 23 5.000 35 27 2 50 30.000 4.5 15 個体販売口

ツ
ト M-3 6 2 1X45 100 32 32 4.000 30 30 6 30 47 
ブ
ア M-4 5 8 lX1告 700 500 120 300 120 1.000 白色 99 56 22 5.000 31 21 4 100 5 

ム
主ト5 5 3 念し 300 80 100 1.000 白色 29 30 10 15 40-

1 8 50 

T-l 岳 8 念し 1.800 1.080 1 20 600 120 2.800 虫色 1 37 81 42 4.000 7 8 50 5 60 200.000 21.3 2 O 2.000 O 50 
西
T-2 8 8 1X30 700 90 1.1 00 7 4 51 25 4.000 53 31 2 60 12 1 1.000 25 病気発生
春
T-3 8 3 念し (700) (52) 140 350 白色 80 40 20 3.800 52 38 4 90 20 1 10 
B日
T-4 3 8 iiし (570) 100 。白色 57 20 20 4.000 30 25 2 60 5 1 800 20 

」一一一

(注〉農家実態調査Kよる

一日一



8 急速念大規模化の中で農民事喜*は農業経営の質的転換を求めている。しかし問時K矛盾と

限界をも持っているのである。とれは、第一に、土地問題が急曜念規模拡大口近代化と農民艦営の

矛盾であるにもかかわらず上層農家は交換分合Kよって経営改善ができると考えている。しかし、

ζれは農民相互の矛盾として発展ぜざる得をい。第二K、土地改良、乳牛個体改良、土地条件・経

営規模陀適合した機械導入、畜舎の整備等は農家だけで解決できる水準のもので念〈多額の資金投

入Kよらをければ念ら左い。第三に、補助金、融資金Kよる誘導が近代化の重要念役割をはたして

いるが、っかいKくい資金であるというのが二戸あっただけである。たしかに下層農家Kは不利で

はあるが資本蓄積が不可能念農民経営では今後もとの点からの近代化誘導が行念われると同時に資

金K対する期待も混在している。

9 とのよう念農業近代化の中でひきなとされている矛盾と要求の中で農業改良普及制度は広

域化によ b 地域計腐の設定による大型化に重点を移してすすめようとしている。別海町VL i，~ける重

点対象指導t操業構造改善事業、新酪農村建設計闘を中心 tてすすめられてjO~]?，規模拡大が限界κ来、

矛盾をふかめている封畜農家を援助しをがら農民経営との格差拡大を激化さぜ上層農家水準への急

速な平準化をはたそうとしているのである。農業改良普及制度の経営と生震に対する矛盾認識は、

第ーに、大規模拡大尽擦に対する盟筈婆閣として把握されていると同時に第二花、現在の農民経営

がもっ異体的矛盾を指摘しているのである。しかし、 ζれらの問題が急速左近代化と農民経営との

矛盾として把握されず矛盾解決のために近代化の推進という特徴をもっているのである。農業改良

普及指導は技術主義に陥いっているのであり生産関係を「鮒:il.Jしているのである。しかし同時に、

統制された技術指導と技術主義は現実の農民経営との矛盾を更に深化さぜざる得ないのである。労

働者であり地方自治体験員であ b、技術者である農業改良普及員はゆきずま bつつある近代化の中

でどちらの立場K立ち技術指導すべきか今後一層関われるであろう。

10 農民の経営を守b向上させるという立場から 70年代後半以降を展望した時、とりわけ農

業生産力形成という点から見た時次のようを課題を挙げるととができる。第ーに、農業近代化と対

決し俄尉経営を単位としさとがらも対械的・集団的生産力の形成を農民集盟と労働者の主導で行念う

こと。第二に、地域的・集団的生産力の形成にそった農業揃信指導を農業改良普及所代要求してゆ

〈ζと。第三K、地方自治体の民主化、民主的政府樹立の課題と統一して農業改良普及制度の民主

髭政革をはかるととである。

11 今後の課題

第ーに、農業改良普及制度は他に農業試験場等普及過程になける様々念メカニズムをもっているが

とれらを解明するとと。第二K、農家に対する直接的指導内容、方法という主主体的念普及活動VL i，~い

て更に農業改良普及制度の役割を解明すること。第三三VL，農業改良普及員の意識課査によれ普及

員の自治体職員‘労働者、技術者であるという性格を明らかにするとと。第四VL，農民的生産力形

成になける地域的課題をあきらかκすること。以上を今後の課題としたいの
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